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令和６年度の沼田市における主要な施策の成果報告書 
 

 

 

  地方自治法第２３３条第５項の規定により、本市の令和６年度における 

 

主要な施策の成果を報告いたします。  

 

 

 

 

      令和７年８月２６日  

 

 

 

 

 

    沼田市議会議長  桑 原 敏 彦  様 
 

 

 

 

 

                                                                 

     沼田市長  星 野   稔  



１　財政の状況

（１） 財 政 規 模 の 推 移

 一　般　会　計

（単位：千円）

1 歳 入 総 額 (A) 24,742,748 25,350,476 25,207,617

2 歳 出 総 額 (B) 23,540,240 24,238,324 23,892,869

3 歳 入 歳 出 差 引 額 (A)－(B） (C) 1,242,642 1,112,152 1,314,748

4 翌年度に繰り越すべき財源 (D) 346,039 420,111 355,044

5 実 質 収 支 (C)－(D） (E) 896,603 692,041 959,704

6 単 年 度 収 支 (F) △ 121,056 △ 164,428 267,663

7 積 立 金 (G) 1,518 2,142 2,951

8 繰 上 償 還 金 (H)

9 積 立 金 取 崩 し 額 (I) 529,825 855,295 867,673

10 実 質 単 年 度 収 支 △ 649,363 △ 1,017,581 △ 597,059

区　　分

　　　　　　　　　　　　　　　年　　度

(F)+(G)+(H)-(I)

令和６年度令和４年度 令和５年度
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（２） 指 数 等

○ 基準財政需要額 １２，７０３，０４３ 千円

○ 基準財政収入額 ６，２５５，６６１ 千円

○ 標準財政規模 １４，３７２，０４０ 千円

○ 地方債現在高 ２５，７８０，７４８ 千円

○ 公債費負担比率 １０．７ ％

○ 公債費比率 ４．０ ％

○ 債務負担行為額 ４，５８９，７０８ 千円

○ 財政調整基金積立金現在高 ２，９４２，３３６ 千円

○ 財政力指数 ０．４９８

○ 経常収支比率 ９８．８ ％

○ 経常一般財源比率 １０２．３ ％

※ 公債費負担比率、公債費比率、経常収支比率及び経常一般財源比率は、令和６年度

普通会計による算出である。

 

（３） 一般会計のあらまし

　ア　決算の概要

　令和６年度の一般会計歳出規模は、当初で２２，１５７，０００千円であったが、そ

の後の補正により予算額を２４，０４８，３７２千円とし、前年度の繰越事業費１，０

４５，４５８千円を含め、予算現額を２５，０９３，８３０千円とした。これに対して

決算額は、歳入総額２５，２０７，６１７千円、歳出総額２３，８９２，８６９千円で

歳入歳出差引額は１，３１４，７４８千円である。
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歳　　入

　　　　　　区　　分
増減額(C) 増減率(%)

決算額(A)  構成比(%) 決算額(B)  構成比(%)
　款　　別 (A)-(B) (C)/(B)

1 市 税 6,308,188 25.0 6,316,308 24.9 △8,120 △0.1

2 地 方 譲 与 税 321,963 1.3 310,556 1.2 11,407 3.7

3 利 子 割 交 付 金 2,305 0.0 1,721 0.0 584 33.9

4 配 当 割 交 付 金 45,733 0.2 32,123 0.1 13,610 42.4

5 株式等譲渡所得割交付金 61,704 0.2 40,533 0.2 21,171 52.2

6 法 人 事 業 税 交 付 金 131,681 0.5 118,024 0.5 13,657 11.6

7 地 方 消 費 税 交 付 金 1,199,392 4.8 1,159,470 4.6 39,922 3.4

8 ゴ ル フ 場 利 用 税交 付金 12,420 0.1 12,782 0.1 △362 △2.8

9 環 境 性 能 割 交 付 金 40,655 0.2 40,138 0.2 517 1.3

10 地 方 特 例 交 付 金 224,828 0.9 39,833 0.2 184,995 464.4

11 地 方 交 付 税 7,171,508 28.4 6,849,356 27.0 322,152 4.7

12 交通安全対策特別交付金 7,965 0.0 8,455 0.0 △490 △5.8

13 分 担 金 及 び 負 担 金 71,975 0.3 61,889 0.2 10,086 16.3

14 使 用 料 及 び 手 数 料 146,977 0.6 142,089 0.6 4,888 3.4

15 国 庫 支 出 金 3,549,314 14.1 3,661,345 14.4 △112,031 △3.1

16 県 支 出 金 1,682,408 6.7 1,675,594 6.6 6,814 0.4

17 財 産 収 入 58,443 0.2 60,454 0.2 △2,011 △3.3

18 寄 附 金 390,710 1.6 159,096 0.6 231,614 145.6

19 繰 入 金 1,258,878 5.0 1,442,131 5.7 △183,253 △12.7

20 繰 越 金 762,152 3.0 752,508 3.0 9,644 1.3

21 諸 収 入 914,868 3.6 1,440,325 5.7 △525,457 △36.5

22 市 債 843,550 3.3 1,025,746 4.0 △182,196 △17.8

25,207,617 100.0 25,350,476 100.0 △142,859 △0.6歳  　入　  合　  計

        （単位：千円）

比     較令和６年度

イ

　令和６年度歳入予算現額２５，０９３，８３０千円に対し、調定額は、２５，２９３，１５８千円、

収入済額２５，２０７，６１７千円で、不納欠損額５，５５０千円、収入未済額７９，９９１千円であ

る。

　歳入決算額の款別の対前年度比較は、次の表のとおりである。

令和５年度
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歳　　出

　

 （単位：千円）

　　　　区　　分
増減額(C) 増減率(%)

決算額(A) 構成比(%) 決算額(B) 構成比(%)
　款　　別 (A)-(B) (C)/(B)

1 議 会 費 179,061 0.7 180,948 0.7 △1,887 △1.0

2 総 務 費 3,729,052 15.6 3,463,171 14.3 265,881 7.7

3 民 生 費 8,766,016 36.7 8,427,594 34.9 338,422 4.0

4 衛 生 費 1,707,942 7.1 1,805,671 7.4 △97,729 △5.4

5 労 働 費 22,951 0.1 21,238 0.1 1,713 8.1

6 農 林 水 産 業 費 669,150 2.8 659,838 2.7 9,312 1.4

7 商 工 費 1,286,171 5.4 1,836,540 7.6 △550,369 △30.0

8 土 木 費 2,458,492 10.3 2,689,835 11.1 △231,343 △8.6

9 消 防 費 812,360 3.4 811,748 3.3 612 0.1

10 教 育 費 2,335,539 9.8 2,468,013 10.2 △132,474 △5.4

11 災 害 復 旧 費 2,508 0.0 0 0.0 2,508 皆　増

12 公 債 費 1,923,627 8.1 1,873,728 7.7 49,899 2.7

23,892,869 100.0 24,238,324 100.0 △345,455 △1.4

令和６年度

ウ

歳 出 合 計

　令和６年度歳出予算現額２５，０９３，８３０千円に対し、支出済額２３，８９２，８６９千

円、翌年度繰越額５４８，０７７千円、不用額６５２，８８４千円である。

　歳出決算額の款別の対前年度比較は、次の表のとおりである。

比     較令和５年度
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　次に歳出決算額の性質別経費の対前年度比較は、次の表のとおりである。

（単位：千円）

　　　　区　　分

増減額(C) 増減率(%)
決算額(A) 構成比(%) 決算額(B) 構成比(%)

性　質　別 (A)-(B) (C)/(B)

1 人 件 費 4,095,311 17.1 3,801,599 15.7 293,712 7.7

2 物 件 費 4,114,239 17.2 4,431,568 18.3 △317,329 △7.2

3 維 持 補 修 費 562,744 2.4 418,393 1.7 144,351 34.5

4 扶 助 費 4,457,690 18.7 4,437,304 18.3 20,386 0.5

5 補 助 費 等 4,156,075 17.4 4,022,048 16.6 134,027 3.3

6 公 債 費 1,923,627 8.0 1,873,728 7.7 49,899 2.7

7 積 立 金 701,850 2.9 500,048 2.1 201,802 40.4

8 投資及び出資金・貸付金 157,067 0.7 157,494 0.6 △427 △0.3

9 繰 出 金 2,333,368 9.8 2,317,255 9.6 16,113 0.7

10 普 通 建 設 事 業 費 1,386,776 5.8 2,276,929 9.4 △890,153 △39.1

11 災 害 復 旧 事 業 費 4,122 0.0 1,958 0.0 2,164 110.5

23,892,869 100.0 24,238,324 100.0 △345,455 △1.4歳 出 合 計

比     較令和５年度令和６年度
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エ 地方債の現在高

（単位：千円）

令和５年度末 令和６年度末

現 在 高  A 発行額 B 償還額 C 現在高 A+B-C

1 公 共 事 業 等 債 907,248 82,200 48,342 941,106

2
防災・減災・国土強靱化緊急対
策 事 業 債

38,800 38,800

3 公 営 住 宅 建 設 事 業 債 976,733 41,335 935,398

4 災 害 復 旧 事 業 債

5 (旧 )緊急防災・減災事業債

6 全 国 防 災 事 業 債 582,893 31,881 551,012

7 教育・福祉施設等整備事業債 596,773 64,866 531,907

8 一 般 単 独 事 業 債 13,691,175 521,900 649,502 13,563,573

9 過 疎 対 策 事 業 債 803,678 124,200 77,069 850,809

10 財 源 対 策 債 661,622 65,500 35,256 691,866

11 減 収 補 て ん 債 88,812 5,199 83,613

12 減 税 補 て ん 債 14,988 8,735 6,253

13 臨 時 財 政 対 策 債 8,398,096 49,750 862,571 7,585,275

14 県 貸 付 金 1,514 378 1,136

26,762,332 843,550 1,825,134 25,780,748

　 　 　

区    　　　　　分
令和６年度中の発行･償還

合　　　　　計

　令和６年度末の市債の現在高は２５，７８０，７４８千円で、前年度に比べると９８１，５８

４千円の減少であり、事業別内訳は、次の表のとおりである。
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（４） 特別会計の状況

　　令和６年度における特別会計決算の状況は、次の表のとおりである。

（単位：千円）

予算現額 歳入決算額 歳出決算額
歳入歳出
差引額

5,231,939 5,267,435 5,196,185 71,250

822,869 809,293 807,267 2,026

6,511,855 6,345,504 6,244,531 100,973

414,350 393,785 389,323 4,462電 気 事 業 特 別 会 計

区　　　　　　分

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計
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2 1 市制施行70周年記念式 3,719 　市制施行７０周年を記念し、本市の発展に貢献された
典事業 方々を顕彰するとともに、未来に向けて更なる飛躍を誓
【秘書課】  うことを目的として記念式典を開催した。

　式典は２部構成で、第１部は、市制施行後、地方自治
の発展等に貢献した功労者の表彰のほか、青少年育成連
絡協議会ジュニア・リーダーが「沼田～７０年のあゆみ
～」をスライド映像とナレーションで紹介した。第２部
は、市親善大使ほしのディスコ氏と沼田高校・沼田女子
高校の吹奏楽部・軽音楽部・ギター部が合同演奏を行っ
た。
　参加者　８０６人　

住民自治振興事業 64,912 ◎一般行政事務委託
【市民協働課】 　一般行政事務に係る委託契約を行政区と締結し、「広

報ぬまた」やその他周知文書の配布及び簡易な調査・報
告に係る事務を委託した。
　一般行政事務委託料　５５，１１９千円

◎コミュニティ施設整備費補助金
　「沼田市コミュニティ施設整備費補助金交付要綱」に
基づく補助金を行政区に交付し、コミュニティ活動の拠
点となる施設の整備を推進した。

◎（公財）群馬県市町村振興協会魅力あるコミュニティ
助成金
　（公財）群馬県市町村振興協会からの助成を受け、行
政区に対する事業助成を行い、コミュニティ活動の推進
を図った。

◎（一財）自治総合センターコミュニティ助成金
　（一財）自治総合センターからの助成を受け、行政区
に対する事業助成を行い、コミュニティ活動の推進を
図った。

防犯対策事業 11,408 ◎防犯灯新設工事
【地域安全課】  　各町区長からの申請に基づき、ＬＥＤ防犯灯を設置し、

地域住民の夜間の安全確保と犯罪の防止に努めた。
　工事費　１，７１７千円（新設：４２灯）

榛名町区 １，６０４千円 １，６００千円

補助金事業費事業主体

馬喰町区 １，７５４千円

款 項
事　　　業　　　名

【担当課名】
決 算 額
（千円）

成　　　　　　　　　果

２，８０７千円

柳町区 ６４９千円 　１６２千円

１，８５２千円

事業主体 事業費 補助金

　４３８千円

上原町区 ４９７千円 ４９６千円
坊新田町区

１，１４５千円 １，１００千円
事業主体

１，０５６千円 １，０５６千円
馬喰町区

事業費 補助金
戸神町区
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◎防犯カメラ保守管理業務
　通学路等に設置した防犯カメラ５０基の保守点検を行
い、地域住民の安全確保と犯罪の防止に努めた。
　委託料　４０７千円

◎防犯活動団体への助成
　市内で活動する防犯活動団体等へ負担金を交付するこ
とにより、防犯活動の推進を図った。
　・利根沼田暴力追放推進協議会　　　　　　６１千円
　・利根沼田地区防犯協会　　　　　　１，１４６千円
　・利根沼田地区職場警察連絡協議会　　  　１４千円
　・利根沼田地区国際連絡協議会　　  　　　　３千円

◎防犯灯電気料補助金
 　各町等で管理する防犯灯の電気料に対して「沼田市防

犯灯電気料補助金交付要綱」に基づき、５０％の補助金
を交付した。
　補助金　５，９００千円（５，３２０灯）

防犯灯更新事業 24,090 ◎防犯灯更新整備工事（池田・薄根地区）
【地域安全課】  　平成２５年度に一括更新したＬＥＤ防犯灯器具が耐用

年数を迎えるため、器具を交換した。
　工事費　２４，０９０千円（更新：８０４灯）

職員研修事業 3,654 　地方分権の進展に伴い、地方自治体の自立が求められ
【職員課】 ている中、職員の自己啓発を助長し、資質の向上を図る

ため、公務員としての基本的な知識及び心構えの修得を
はじめとして、法的・実務的な各分野の研修を、職員の
経験年数や職務上の役割などを考慮し、それぞれの階層
に応じた職員研修を実施した。
１　一般研修
  （１）新規採用者研修
  　　  前期 １３人（４月２日～４日）
     　 後期 ９人（１０月４日、１１日、１８日）
  （２）在職者研修
　  ・群馬県市長会（第66回職員研修）
　　　　　３人（１０月４日、１５日～１７日）
　　・基礎研修（２～５年目）
　　　　７１人（５月３０日～３１日、６月５日、
　　　　　　　　１０日)
　　・沼田市・渋川市合同職員研修（初級Ⅰ）
　　　　７人（７月２３日、１月２８日）
　　・沼田市・渋川市合同職員研修（初級Ⅰ）
　　　フォローアップ研修
　　　　７人（２月５日）
　　・主任級研修　２１人（５月２８日）
  （３）監督者研修
　  ・係長級研修　１１人（５月１５日）
２　特別研修
  （１）専門研修（集合研修）
　　・法制執務研修（初級）
　　　　３０人（８月２７日～２８日）
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　　・法制執務研修（中級）
　　　　２４人（８月２９日～３０日）
　　・人事考課制度研修（評価者研修）
　　　　１１人（４月２５日）
　　・接遇研修　２９人（４月２日）
　　・ストレスチェック研修　１８人（１１月１９日）
　　・キャリアビジョン研修　２２人（１０月２２日）
　　・交通安全研修　１７人（１２月２０日）　
　　・エクセル研修（定住自立圏推進協議会）
　　　　２２人（１月３１日）
　　・面接官養成研修　６人（１０月３日）
  （２）派遣研修
    ・県・市町村職員合同研修　　１３講座　２９人
    ・日本経営協会研修（会場受講）２講座　　２人
    ・日本経営協会研修（ｵﾝﾗｲﾝ） ３１講座　３１人
    ・市町村職員中央研修所研修 　 ３講座　　３人
    ・全国建設研修センター研修　　１講座　　１人

職員福利厚生事業 8,123 ◎職員健康診断
【職員課】 　職員の健康保持増進及び勤務能率の向上を図るため、

沼田市職員健康管理規程に基づき健康診断を実施した。
    ・定期健康診断〔一般〕
    　　受診者　２７２人（１０月）
  　・定期健康診断〔特別〕
        夏季受診者　１１３人（７月）
        冬季受診者　１１２人（１月）
◎ストレスチェック
　職員のメンタルヘルス不調を未然に防止するため、労
働安全衛生法に基づくストレスチェックを実施した。
  　・受検者　６９７人（７月～９月）
◎職員厚生費助成
　公務能率の向上を図るため、福利厚生の充実を目的に
職員互親会への助成を行った。
　　・人間ドック受診者　４０８人
◎健康管理対策事業助成
　群馬県市町村職員共済組合から助成を受け、互親会の
行う健康管理対策事業へ支出した。
　　・助成対象者　７３７人
◎カウンセリング
　心理専門職による相談体制を構築し、仕事や家庭にお
ける悩み・不安の早期解消を図った。
　　・カウンセリング利用回数　３３回

文書管理事業 40,725 　郵便物の配布、発送、浄書事務等の文書管理のほか、
【総務課】 文書ファイリング等の運用支援を行うとともに、電子決

裁運用による事務の効率化及び情報公開対応の円滑化を
図った。

｢広報ぬまた｣発行事業 11,111 　市民と市政を結ぶ広報活動として、「広報ぬまた」を
【秘書課】 毎月１日に発行した。市内全世帯のほか、関係機関等へ

配布し、行政情報の提供に努めた。
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沼田エフエム放送活用 5,514 　マスメディアによる広報活動として、午前と午後の２
事業 回、それぞれ１０分間、沼田エフエム放送を活用して即
【秘書課】 時性のある行政情報の提供に努めた。

ホームページ運営事業 2,531 　コンテンツ・マネジメント・システム（ＣＭＳ）によ
【秘書課】 り、各担当課からページを作成することが出来るため、

最新情報を素早く正確に発信できるように努めた。
　また、トップページの充実を図り、市内向けページで
は新着更新情報を、市外向けページでは、市内における
季節ごとの風景の画像や観光イベント等を、分かりやす
く発信するように努めた。

記念誌「70周年のあゆ 2,391 　市制施行７０周年を記念し、昭和２９年から令和６年
み」発行事業 までを年表や写真などで振り返る「７０年のあゆみ」を
【秘書課】 発行した。

　広報ぬまたに分割掲載して市内各世帯へ配布した。ま
た、同一の掲載内容の冊子を作成し、７０周年記念式典
での被表彰者や招待者に配布したほか、希望者に販売し
た。

財産管理費 14,154 　公有財産（行政財産及び普通財産）及び物品の適正な
【財政課】 維持管理を図った。

庁舎等複合施設管理事 196,105 　庁舎等複合施設（テラス沼田）として、安全かつ適正
業 な管理を行うと共に、１階部分の多目的スペースや防災
【財政課】 広場について一般貸出等を行い有効利用を図った。

下之町駐車場管理事業 14,955 　下之町駐車場の適切な管理に努め、中心市街地の道路
【財政課】 交通の円滑化と利便性の向上を図った。駐車区画４２９

台のうち３０９台はタイムズ２４(株)へ管理業務を委託
し、普通駐車（時間単位での駐車）として利用するとと
もに、駐車区画１２０台分を同社へ賃貸した。

トレーニングプラザ管 20,066 　庁舎等複合施設（テラス沼田）にトレーニングプラザ
理事業 を設置し、市民の健康づくり、体育・スポーツの拠点施
【財政課】 設の一つと位置づけ、行政の各分野・団体等と連携を図

り、市民の健康増進・スポーツ振興を図った。
　また、スマートウェルネスぬまたと連携し、健全な心
身の発達と健康的な生活の向上を促進し、健康寿命の延
伸を図った。

庁舎整備基金事業 100,004 　将来の庁舎整備のため基金の積立てを行った。
【財政課】

ファシリティマネジメ 226,976 　ファシリティマネジメント施策の一環として、公共施
ント推進事業 設１３４施設６９９業務について、包括施設管理業務を
【財政課】 実施し、業務の集約化、適正化を図った。
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利根支所庁舎管理費 　行政サービス、防災及び地域活動の拠点となる新施設
（利根支所） 建設工事を実施した。
【市民協働課】

繰越明許費（外書） 255,269

企画管理費 48,193 　利根沼田地域の中核市として、利根沼田広域市町村圏
【企画政策課】 振興整備組合の運営費を負担することにより、共同処理

業務の円滑な運営に努めるとともに、行財政改革の推進
に努めた。

水と緑の大地ふるさと 427,939 　沼田市の魅力を全国にＰＲできる返礼品の開拓に努め、
ぬまた寄附事業 寄附者及び寄附金額の増加を図った。
【企画政策課】

シン・ヌマタ事業 7,335 　定住自立圏内の事業者の協働・共創を促進することで、
【企画政策課】 移住・定住、観光等の動機となり得る新たな価値を創出

するため、新商品の開発・販売等のノウハウを学ぶセミ
ナー及びセミナーを通して開発した商品で競うグランプ
リを開催した。

ヌマタ・アート・アン 250 　文化・芸術の風薫るまちづくりへの一助とするため、
バサダー事業 ヌマタ・アート・アンバサダーを設置し、委嘱した２名
【企画政策課】 によるイベントを開催する等の活動を行った。

行政情報化推進事業 184,906   国の施策である自治体ＤＸの推進に対応していくため
【企画政策課】 職員意識醸成とデジタルスキルアップを狙いとするＤＸ

人材養成プログラムを開催した。また、ペーパーレスと
電子決裁を推進するため、複合機、スキャナーなどハー
ドウェアの整備を進めた。

国際交流事業 5,287 　沼田市国際交流協会の活動を支援するとともに、外国
【企画政策課】 人の日本語学習の機会を提供するため、日本語教室を開

催し、地域における多文化共生の取組を推進した。

準市民交流事業 115 　準市民へ沼田市電子地域通貨ｔｅｎｇｏｏのポイント
【企画政策課】 をプレゼントすることにより、準市民の帰郷機会を創出

し、それに伴う地域の活性化を図った。

交通安全対策管理費 753   交通安全の普及推進を図るため、各地区交通安全会へ
【地域安全課】 の活動費補助を行ったほか、高齢者運転免許証自主返納

支援事業に協力し、高齢運転者の交通事故防止に努めた。
　・交通安全会連合会補助金（７地区）　　３０５千円
　・高齢者運転免許証自主返納支援事業（１６３件）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５１千円

寄附金額
１５，３７３件

２９１，１６６千円
寄附件数
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交通指導員活動事業 4,842   安全で快適な生活を送るため交通指導隊を設置し、児
【地域安全課】 童生徒の通学時の街頭指導を実施し、交通事故防止に努

めた。
　また、交通安全教室などにより交通安全思想の普及を
図るとともに、沼田まつりなどの各種祭事、地域行事に
出動し、交通秩序の確立に努めた。
　・交通指導隊年間出動状況

交通安全推進事業 617 　保育園や幼稚園の交通安全教室を開催するにあたり、
【地域安全課】 交通安全タフティクラブの協力を得ながら、安全活動・

安全教育の徹底を図った。
　また、各季の交通安全運動に取り組むとともに、市役
所総合案内窓口における反射材の配布や市内危険箇所へ
交通注意看板を設置するなど交通事故防止に努めた。
　・タフティクラブ活動状況

　・各季の交通安全運動

 春の全国交通安全運動　　　　　４月　６日～１５日
 夏の県民交通安全運動　　　　　７月１１日～２０日
 秋の全国交通安全運動　　　　　９月２１日～３０日
 冬の県民交通安全運動　　　　１２月　１日～１０日

　・総合案内窓口等における反射材の配布

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １，１９０個

　・交通注意看板の設置　　 　　　　　　　　　８本

道路標示整備事業 10,681 　通学路や生活道路を中心にセンターラインや外側線等
【地域安全課】 の補修を行い、道路施設の安全確保に努めた。

　・第一期工事　８，１６２千円
　・第二期工事　２，５１９千円　

市町村乗合バス運行事 88,859 　バス事業者に委託してデマンドバス及び路線バス６路

業 線（佐山線・岩本線・中山本宿線・迦葉山線・南郷線・

【企画政策課】 根利尾瀬高校線）を運行するとともに、川場村循環線及

び昭和村循環線の運行費の一部負担を行い、地域住民の

移動手段を確保した。

　また、ＡＩデマンドバスぬまくる乗り方ガイドマップ・

路線バス時刻表（小冊子）の作製等を行い、利用者の利

便性向上及び利用拡大に努めた。

高速バス運行支援事業 14,841 　高速バスアップル号の運行を支援するため、運行費用
【企画政策課】 の一部を補助した。

項目

区分 回数 対象人員

幼児交通安全教室 　３８８人

８２８人

交通安全教室等 １０回   ２５人

街頭指導 ８３回

　７回

出動回数 出動延べ人員
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消費者行政推進管理費 420 　消費生活センターにおいて、消費者と事業者間の商品

【市民協働課】 やサービスの契約・解約のトラブルなどの消費生活に関

する苦情や相談、問合せなどに対し、助言やあっせんな

どを行った。

・消費生活センター相談受付件数

消費者啓発事業 758 　消費生活出前講座や消費者講演会、消費者啓発用リー

【市民協働課】 フレットの配布などの啓発事業を実施した。

特殊詐欺等対策事業 379 　悪質商法や特殊詐欺の被害から市民を守るため、特殊

【市民協働課】 詐欺等防止機能付き電話機や機器を購入した高齢者世帯

に対し補助金の交付を行った。

　・交付件数　　７４件　３７０千円

市民協働推進事業 550 　市民の自主的な活動を促進するため、出前講座の実施

【市民協働課】 やまちづくり事業補助金の交付を行った。

　・市民協働のまちづくり出前講座（５３講座実施）

　・市民協働によるまちづくり事業補助金

　　４事業　５５０千円

市民活動センター管理 10,601 　市民活動センター及び市民活動拠点コミュニティテラ

運営事業 スの管理・運営を行った。

【市民協働課】 　・情報紙「ホットニュースぬまたん家」発行　４回

　・「ちょこっと体験教室」の開催　２回

　・「市民活動実践講座」の開催　１回

　・「みんなのパネル展」の開催　２回

地域自治推進事業 2,593 　持続可能な地域の暮らしの実現に向けて地域自治を推

【市民協働課】 進し、地域づくりパートナー協定を３団体と締結した。

　・池田地区振興協議会

　・薄根地区振興協議会

　・ふれあいカワダ会

２

電話勧誘販売 ３５

ネガティブ・オプション ０

販売購入
形態別
苦情・
問合せ

店舗購入 ３０

訪問販売

マルチ・マルチまがい取引

４０

通信販売 １３１

４９１

訪問購入 １６

その他無店舗販売 １

その他（不明・無関係） ２３６

項目 件数

合計
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６地区コミュニティ 86,914 　地域住民の様々な活動及び体験の場として、各地区コ
センター管理運営事業 ミュニティセンターの管理・運営を行った。
【市民協働課】

利南地区
池田地区
薄根地区
川田地区
白沢地区

男女共同参画推進事業 758 　男女共同参画推進委員会や庁内推進会議を開催し、性
【市民協働課】 別などにかかわらず誰もが個人として尊重され、その個

性と能力を十分に発揮できる男女共同参画社会を形成す
るための検討を行うとともに、連続講座、講演会や情報
紙発行等により啓発を図った。
　・男女共同参画推進委員会　２回
　・男女共同参画庁内推進会議　１回
　・連続講座　３回
　・男女共同参画講演会　１回
　・男女共同参画情報紙「ハピネス」の発行　２回
　・男女共同参画職員研修　１回

男女共同参画計画策定 1,722 　沼田市第５次男女共同参画計画の策定するに当たり、
事業 その基礎資料とするために、男女共同参画社会に関する
【市民協働課】 市民意識調査を行った。

　・対象　１８歳以上７０歳未満の市民２，０００人
　　　　　（無作為抽出）
　・有効回収数　６３４件（有効回収率３１．７％）

2 3 戸籍住民基本台帳管理 39,727 　戸籍・住民基本台帳法に基づく諸証明の発行、戸籍届
費 出の受付・記載、住所異動届等の受付・記載、転出証明
【市民課】 書の交付、埋火葬許可証の交付、印鑑登録と証明書の交

付、自動車臨時運行許可証の交付業務等を行った。
　また、マイナンバーカードの交付業務等を行った。

○戸籍に関すること

○住民基本台帳に関すること

○マイナンバーカードに関すること

○ 繰越事業
繰越明許費（外書） 12,562 　戸籍に振り仮名を追加するためのシステム改修、マイ

ナンバーカードへの氏名のローマ字表記等に対応するた
めのシステム改修を行った。

講座等参加者 施設利用者数

住民票の写し等交付件数 ７９，６９５件 年間

カード交付件数 ３，８０６件 年間

証明交付件数 １９，１２８件 年間

世帯数 ２０，５６９世帯
年度末

人口 ４３，１６１人

本籍数 ２２，５９９戸籍
年度末

本籍人口 ５２，１６５人

１３３人
１６３人
３４８人 ２，０９６人

合計 １，５７８人 ２１，５２９人
利根地区 ８４人 ２，３９３人

４，２３０人
３，３５８人
５，６７１人
３，７８１人

３８４人
４６６人

地区
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旅券事務管理費 3,488 　一般旅券発給申請の受理、交付業務等を行い、市民の
【市民課】 利便性の向上に努めた。

○申請件数　　６２６件
○交付件数　　６２３件

3 1 生活困窮者自立支援事 12,484 　生活困窮者に対し自立相談支援事業や住居確保給付金
業 の支給、子どもの学習支援事業を実施し、生活保護に至
【社会福祉課】 る前段階の自立支援を行った。

　○自立相談支援事業
　　・相談延べ件数　１５１件
　　・支援対象者数　　　５人
　　・常用就職者数　　　２人
　○住居確保給付金事業
　　・相談延べ件数　　１６件
　　・受給者数　　　　　４人
　　・常用就職者数　　　２人
　○子どもの学習支援事業
　　・支援者数　　　　３２人

物価高騰対応重点支援 　エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けた
事業 低所得世帯への支援のため、住民税非課税世帯に対し１
【社会福祉課】 世帯当たり７万円の給付をすることにより低所得世帯の

負担軽減を図った。　３１件

繰越明許費（外書） 2,714

物価高騰対応重点支援 125 　エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けた
事業（均等割のみ課税 低所得世帯への支援のため、住民税均等割のみ課税世帯
世帯分） に対し１世帯当たり１０万円の給付をすることにより低
【社会福祉課】 所得世帯の負担軽減を図った。　１，０５１件

繰越明許費（外書） 106,631

物価高騰対応重点支援 328,556 　エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けた
事業（調整給付） 低所得世帯への支援のため実施された定額減税を補足す
【社会福祉課】 るため、定額減税を受けきれないと見込まれる者に対し

て給付を行った。　８，００１件

物価高騰対応重点支援 33,984 　エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けた
事業（均等割のみ課税 低所得世帯への支援のため、令和６年度新たに住民税均
化給付） 等割のみ課税世帯となった世帯に対し１世帯当たり１０
【社会福祉課】 万円の給付をすることにより低所得世帯の負担軽減を図

った。　３３３件

物価高騰対応重点支援 50,193 　エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けた
事業（非課税化給付） 低所得世帯への支援のため、令和６年度新たに住民税非
【社会福祉課】 課税世帯となった世帯に対し１世帯当たり１０万円の給

付をすることにより低所得世帯の負担軽減を図った。
　４８１件
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物価高騰対応重点支援 113,647 　エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けた
事業（住民税非課税世 低所得世帯への支援のため、令和６年度住民税非課税世
帯分） 帯に対し１世帯当たり３万円の給付をすることにより低
【社会福祉課】 所得世帯の負担軽減を図った。　３，７０１件

敬老事業 15,459 ◎敬老事業補助金
【介護高齢課】 　敬老事業を行う行政区等に対し、補助金を交付した。

◎敬老祝金
　対象者に敬老祝金を支給した。

◎慶祝訪問
　数え１００歳の高齢者４８人に慶祝訪問を実施した。

シルバー人材センター 10,888 　高齢者の就業意欲と生きがい対策の推進を図るためシ
助成事業 ルバー人材センターに補助金を交付するなど支援を行っ
【介護高齢課】 た。

　・会員数　４８５人、就業延人員　４２，６３１人

ふれあい福祉センター 22,371 　高齢者相互のふれあいの促進及び健康増進を図るため
管理運営事業 安全かつ適切な維持管理に努めた。
【介護高齢課】 　・年間延利用者数　４３，４４１人

在宅介護支援センター 2,400 　高齢者や高齢者を介護する人に対して、在宅介護に関
運営事業 する総合的な相談に応じ、必要な保健、福祉、介護保険
【介護高齢課】 サービスを受けられるように関係機関と連絡調整を行う

ため、在宅介護支援センター４か所に委託し事業を実施
した。
　・実態把握件数　２，２０６件
　・延相談件数　　５，９３０件

緊急通報体制等整備事 3,167 　ひとり暮らし高齢者の生活不安を解消するため、電話
業 回線を利用した緊急通報システムを１３２世帯にレンタ
【介護高齢課】 ルした。

１０１歳以上 １０千円 ３４人

９９歳 ３０千円 ３６人
１００歳 ８０千円 １８人

区分 支給額 支給者数
８８歳 １０千円 ３０８人

１，３４３人
池田地区 ５２９人
薄根地区 １，０９４人
川田地区 ６３３人

合計 ９，２３３人

地区名 対象者数
沼田地区 ４，１３５人
利南地区

白沢地区 ６６３人
利根地区 ８３６人

- 17 -



老人保護措置事業 35,847 　主に経済的な理由で居宅において養護を受けることが
【介護高齢課】 困難な高齢の自立者を入所させ、養護することを目的に

養護老人ホームに措置した。
　・令和６年度末現在の措置入所者　　１２人

身体障害者補装具交付 6,205 　身体障害のある人に対して、障害のある部分を補い、
及び修理費 日常生活や職業生活を容易にするために必要な用具の
【社会福祉課】 交付や修理を行い、自立への支援を行った。

　・交付　５３件
　・修理　３３件

更生医療・育成医療事 16,479 　特別な手術や治療を受けることにより、日常生活や職
業 業生活を送る上で支障のない身体状態に回復させること
【社会福祉課】 が可能な身体障害のある人に対して給付を行い、本人及

び家族の経済的負担の軽減を図った。
　・延べ給付件数　９４件

特別障害者手当等給付 15,041 　在宅の重度障害児・者に対し、その重度の障害故に生
事業 じる特別な負担の一助として手当を支給した。
【社会福祉課】 　・延べ給付件数 ６４０件

社会参加支援事業 12,737 　障害のある人がテラス沼田１階に開設した福祉カフェ
（福祉ｶﾌｪippo運営） ｉｐｐｏでカフェや物販の仕事（接客や調理業務等）に
【社会福祉課】 携わることにより、自立（社会参加）に向けた職場体験

・就労機会の提供を行った。
　栄養豊富なおいしいカフェメニューと利根沼田地域の
障害福祉サービス事業所で作られた授産製品を販売した。
（令和６年度就労実績）
　・延べ職場体験　　８０７人
　・延べ施設外就労　３４２人

日常生活用具給付等事 10,823 　重度の身体障害者（児）、知的障害者（児）、精神障
業 害者、難病患者等であって自立生活支援等の日常生活用
【社会福祉課】 具を必要とする方に対し、日常生活や職業生活を容易に

するために必要な用具の給付を行った。
　・延べ給付件数　１，２９４件

地域活動支援センター 48,442 　創作的活動、生産活動の機会を提供し、社会との交流
事業 促進等の便宜を供与する地域活動支援センター機能を充
【社会福祉課】 実し、障害のある人の地域生活支援を図った。

　・延べ通所者　沼田市福祉作業所　　　３，０９２人
　　　　　　　　沼田市白沢福祉作業所　１，２４５人
　　　　　　　　あおぞら作業所　　　　１，４１１人

利根沼田地域障害者 16,208 　障害のある人、保護者、介護者等からの相談に応じ、
相談支援事業 情報提供を行い、また、サービス利用や権利擁護のため
【社会福祉課】 に必要な支援を行った。（テラス沼田６階－障害者相談

支援センター）
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介護給付事業 749,005 　居宅介護、短期入所、共同生活介護、生活介護等によ
【社会福祉課】 り、主に在宅の障害のある人に対し、日常生活上必要な

介護支援を行った。
　・延べ利用者　４，１３３人

訓練等給付事業 492,235 　共同生活援助、自立訓練、就労移行支援、就労継続支
【社会福祉課】 援等により、障害のある人が自立した社会生活を送れる

よう援助した。
　・延べ利用者　３，１４４人

障害児給付事業 318,271 　障害児福祉サービスとして、児童福祉法に基づき、児
【社会福祉課】 童発達支援、放課後等デイサービス、保育所等訪問支援

等による障害児支援を行った。
　・延べ利用者　２，９８１人

福祉医療費 379,176 　子ども、重度心身障害者、母子、父子家庭等の医療費
【国保年金課】 の自己負担額を助成し、福祉医療対象者の福祉向上を図

った。
　・子ども　　  　４，８９２人　７６，８６２件
　・重度心身障害　１，２１２人　２９，０４１件
　・母子父子家庭　　　８８５人　１３，２１０件

国民年金管理費 523 　第１号被保険者の資格取得や裁定請求など各種届出を
【国保年金課】 適正に処理するとともに、年金制度に関する相談等を行

った。
　また、国民年金制度の理解を深めるために、広報活動
として「広報ぬまた」に掲載を行った。

保健福祉センター維持 29,987 　市民の健康づくりの推進及び市民福祉の向上並びに市
管理事業 民活動の推進を図るため、安全かつ適切な維持管理に努
【社会福祉課】 めた。

　・延べ利用者　３９，２８４人

3 2 物価高騰対応重点 601 　物価高騰の影響を受ける低所得者世帯を支援するため、
支援事業 令和５年度住民税非課税世帯及び令和５年度住民税均等
（こども加算分） 割のみ課税世帯の子ども一人につき５万円の給付を行っ
【子ども課】 た。

　・給付件数　１６２件

繰越明許費（外書） 14,227

４７５人

４，７８２人

１，５８８人
６，４０２人

１５，９１８人
　〇国民年金受給者数（年度末）

拠出年金受給者数

第３号被保険者数
合計

　〇国民年金被保険者数（年度末）
第１号被保険者数
任意加入者数

無拠出年金受給者数

３２人

合計 １６，３９３人
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物価高騰対応重点 7,930 　物価高騰の影響を受ける低所得者世帯を支援するため
支援事業 令和６年度住民税非課税世帯の子ども一人につき２万円の
（こども加算支援分） 給付を行った。
【子ども課】 　・給付件数　２１６件

児童扶養手当支給事業 169,440 　父母の離婚等により、父又は母と生計を同じくしてい
【子ども課】 ない児童を養育しているひとり親家庭等に手当を支給し

生活の安定と自立を助け、児童福祉の増進を図った。

児童手当支給事業 570,009 　家庭等における生活の安定に寄与するとともに、次代
【子ども課】 の社会を担う児童の健やかな育ちを支援することを目的

に手当の支給を行った。

民間保育所運営委託事 365,032 　保育を必要とする児童の民間保育所入所費用を国の公
業 定価格に基づき委託料として支出した。
【子ども課】

民間教育・保育施設給 567,774 　児童が民間教育・保育施設を利用した場合における費
付事業 用について、国の公定価格に基づき給付を行った。
【子ども課】

地域型保育給付事業 28,122 　児童が地域型保育事業を利用した場合における費用に
【子ども課】 ついて、国の公定価格に基づき給付を行った。

民間教育・保育施設補 19,745 　民間教育・保育施設に対し、保育の充実を図るため運
助事業 営費を補助し、児童福祉の向上を図った。
【子ども課】 　また、地域の児童福祉の充実を図るため、認可外保育

施設に対して補助し、児童福祉推進に寄与した。

教育・保育充実促進事 47,330 　民間教育・保育施設が行う病児保育、一時預かり保育、
業 地域活動、障害児保育、低年齢児保育、延長保育、保育
【子ども課】 の質の向上のための研修や食物アレルギー対策に対して

補助金を交付し、地域の実情に応じた教育・保育体制の
確立を図った。

放課後児童健全育成事 234,830 　昼間保護者のいない家庭等の小学校児童を対象とする
業 学童クラブの運営を社会福祉法人等に委託し、適切な遊
【子ども課】 びと安全な生活の場を提供することにより、児童の健全

な育成を図った。

ファミリー・サポー 3,660 　安心とゆとりを持って子育てができる環境をつくるた
ト・センター事業 め、育児の援助を「受けたい人」と「手伝う人」が会員
【子ども課】 となり、子育てを地域で支え合うファミリー・サポート

・センターへの委託により援助活動を行った。
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ハッピープロジェクト 7,239 　若い世代にエールを送り、沼田市での仕事や子育てに

事業 明るいイメージを持てるように啓発動画を作成し、市公

【子ども課】 式YouTubeに掲載し、未来のライフイメージを描きやす

くなるような啓発に努めた。

　また、「出会いサポート事業」として、婚活セミナー

を開催した。

　新婚世帯に住宅取得費用や住宅賃貸費用、引っ越し費

用等の支援を行い、経済的負担を軽減した。

3 3 扶助費等給付事業 406,434 　生活保護世帯に対し困窮の程度に応じた扶助を行い、

【社会福祉課】 最低限度の生活を保障するとともに、自立に向けた支援

を行った。

　・生活保護受給者数（令和７年３月:福祉行政報告例）

　　　２２７世帯、２４９人

4 1 環境保健行政推進事業 6,985 　快適で住みやすい地域を目指し、行政と住民組織であ

【環境課】 る環境保健協議会が協力し、ごみの減量化とリサイクル

に向けた啓発活動を行うとともに、地域のごみステー

ション管理や不法投棄の監視など幅広い事業において連

携を図り、沼田市の環境保全に向けた活動を実施した。

予防接種事業 151,732 　予防接種法に基づき、乳幼児、児童生徒及び高齢者を

【健康課】 対象とした予防接種を実施し、感染症のまん延防止を図

った。

　・接種状況

　　乳幼児・児童生徒予防接種(A類疾病)

　　　　　　　　　　　　　　　　　延べ５，９３０回

　　高齢者予防接種　インフルエンザ  　８，８２７人

　　　　　　　　　　肺炎球菌　　　　　　　１６２人

　　　　　　　　　　新型コロナ　　　　４，０４３人

　　風しん第５期予防接種　抗体検査    　　１７４人

　　　　　　　　　　　　　予防接種　　　　　６５人

　沼田市が指定する行政措置予防接種のうち、該当する

任意の費用助成を行い、感染症予防対策を実施した。

　・接種状況

　　おたふくかぜ　　　　　　　　　　　　　２９８人

　　帯状疱疹（生ワクチン）       　 　　　　３７人

　　帯状疱疹（不活化ワクチン）　　　　延べ６８９回

　　成人MR・風しん　　　　　　　　　　　　　４４人

　　高齢者用肺炎球菌　　　　　　　　　　　　４５人

　　インフルエンザ　重症化予防　　　　　　　２４人

          〃        小児      　　　　１，２４５人

          〃        妊婦     　　　　　　　 ２１人
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母子保健相談指導事業 27,659 　妊娠、出産、育児期において切れ目なく支援するため
【健康課】 に子育て世代包括支援センターを中心に、安心して健や

かに子供を産み育てられるよう妊婦保健指導、妊婦健康
診査受診勧奨、マタニティセミナー、母子訪問指導、育
児相談等を実施した。
　・妊婦窓口相談　　　　　　　　　　　　　１５５件
　・マタニティセミナー　参加者数　　　　　１０６件
　・妊婦健康診査　支払件数　　　　　　１，９６１件
　・妊婦歯科健診　受診者数　　　　　　　　　８０人
　・新生児聴覚検査　支払件数　　　　　　　１５３人
　・産婦健康診査　支払件数　　　　　　　　２８１人
　・１か月児健康診査　支払件数　　　　　　１４５人
　・母子訪問指導　延件数　　　　　　　　　５６４人

出産・子育て応援交付 22,013 　全ての妊婦や子育て家庭が安心して出産・子育てがで
金事業 きるよう、妊娠届出時から出産・子育てに必要な切れ目
【健康課】 ない支援につなぐ「伴走型相談支援」と「経済的支援」

を一体的に実施した。
　・交付件数　　　３０９件

がん検診事業 41,581 　死亡率の上位を占めるがんについて、がん検診を実施
【健康課】 することにより早期発見、早期治療を推進し、市民の健

康保持、健康増進を図った。
　・受診状況

スマートウェルネス推 13,058 　生涯にわたり心身ともに健康で元気な市民生活を送れ
進事業 るまちづくり「スマートウェルネス（健幸）ぬまた」の
【健康課】 推進のため、市民一人一人が主体的に健康づくりに取り

組めるよう事業を実施した。
　・活動量計利用者数　　　　　　２，３０６人
　・読み取り事業来所者数　　延べ５，０４１人

広域火葬場斎場管理運 31,840 　利根沼田広域市町村圏振興整備組合の広域火葬場斎場
営事業 の管理運営に対する負担金交付事務を行った。
【環境課】

動物愛護推進事業 1,167 　猫の不妊・去勢手術に要した費用の一部について補助
【環境課】 金を交付し、望まれない繁殖の防止に努めた。

（６５歳以上は結核・肺がん検診として実施）

子宮頸がん １，２２５人
乳がん １，００９人

１，４２３人
肺がん ２，９３４人

大腸がん ２，３２０人
前立腺がん

区分 受診者数
胃がん（バリウム） ２９８人
胃がん（内視鏡検診） ４５０人
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狂犬病予防事業 3,373 　狂犬病予防法に基づく狂犬病予防注射と飼い犬の登録
【環境課】 事務を実施した。

公害対策管理費 1,262 　３地点の騒音調査、４路線の自動車騒音常時監視及び
【環境課】 市内１０か所の水質調査を実施し、生活環境監視活動を

を行った。

環境啓発事業 1,838 　第二次沼田市環境基本計画及び地球温暖化対策実行計
【環境課】 画に基づき、「地球温暖化防止ポスター・標語・作文コ

ンクール」や「ぬまた環境ネット」への委託による「環
境フォーラムぬまた」の開催等の啓発事業を実施した。

再生可能エネルギー普 3,277 　地球温暖化対策として、市内の住宅に再生可能エネル
及促進事業 ギーを利用するシステム（太陽光発電設備や蓄電池、太
【環境課】 陽熱利用設備等）の導入に際し、設置費用の一部を助成

し、家庭からの温室効果ガスの排出抑制に努めた。

放射性物質汚染対策事 1,614 　原子力発電所の事故による放射性物質の除染作業に伴
業 う除去土壌の保管場所及び公共施設における空間放射線
【環境課】 量を定期的に測定し、測定結果の情報提供を行ったほか、

除染実施計画の対象区域内における空間放射線量を測定
し、除染効果の確認等を行った。

4 2 ごみ処理広域化事業 30,088 　利根沼田地域における一般廃棄物の処理広域化、施設
【環境課】 の集約化を図るため、利根沼田広域市町村圏振興整備組

合の事業推進に対する負担金交付事務を行った。

塵芥処理事業 96,653 　一般廃棄物処理実施計画に基づき収集業務を行うとと
【環境課】 もに、効率化や充実化を図り、市民の生活環境向上及び

廃棄物の適正処理に努めた。

清掃工場管理運営事業 378,430 　沼田市外二箇村清掃施設組合清掃工場及び利根東部衛
【環境課】 生施設組合尾瀬クリーンセンターの管理運営に対する負

担金交付事務を行った。

ごみ減量化対策事業 129,619 　ごみの分別収集を行い、分別基準適合物などの再資源
【環境課】 化に取り組むことにより、可燃ごみ・不燃ごみの減量化

と資源ごみの有効活用を図るとともに、有価物（資源）
の集団回収事業を奨励し、更なるごみの減量化及びリサ
イクルの推進を図った。

最終処分場管理運営事 30,173 　一般廃棄物最終処分場水処理施設の水質検査等を実施
業 し、適切な施設の維持管理に努めた。
【環境課】 　また、利根東部衛生施設組合一般廃棄物最終処分場の

管理運営に対する負担金交付事務を行った。
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不燃ごみ処理事業 31,527 　一般廃棄物最終処分場（上川田）に搬入された不燃ご
【環境課】 みを更に分別し、資源ごみは再資源化を行い、残った不

燃ごみは民間業者に委託し、適正な処理を行った。

し尿処理事業 15,247 　し尿収集業務を円滑に実施するための助成を行うとと
【環境課】 もに、利根町管内のし尿処理を沼田市外二箇村清掃施設

組合衛生センターに委託し、適正な処理を行った。

衛生センター管理運営 81,210 　沼田市外二箇村清掃施設組合衛生センターの管理運営
事業 に対する負担金交付事務を行った。
【環境課】

合併処理浄化槽設置整 4,315 　対象区域内の合併処理浄化槽設置者に対し、補助金の
備事業 交付を行うことで合併処理浄化槽の普及促進を図り、公
【上下水道整備課】 共用水域等の水質保全と生活環境・公衆衛生の向上に努

めた。

5 1 労働管理費 5,628 　労働教育委員会と連携して新規学卒就職者研修会、勤
【産業振興課】 労者ソフトボール大会や卓球大会等の開催、優良従業員

・優良技能者の表彰、労働関係団体や職業訓練校等への
補助により、勤労者福祉の充実に努めた。

雇用支援対策事業 674 　高校生向けのガイダンスを実施するとともに、若者向
【産業振興課】 けガイドブックを作成し、地元企業とのマッチングの機

会を提供した。また、子育て世代を対象に企業との面接
相談会を開催し両立支援と雇用の拡大を図った。

子育てを応援する職場 900 　育児休業等を取得した労働者を雇用する中小企業者に
づくり支援事業 対して奨励金を交付し、女性の活躍推進、男性の育児参
【産業振興課】 加を促進し、安定した雇用の創出を図った。

勤労者生活資金預託事 7,067 　中央労働金庫に資金預託を行い、勤労者の生活に必要
業 な資金を融資することにより、勤労者の福祉増進と安定
【産業振興課】 した雇用の創出を図った。

6 1 地域づくり活性化事業 10,857 　生活研究グループ、各地区地域農政推進委員会の活動
【農林課】 を支援し、農村女性組織の育成や担い手の育成を図り、

農業農村地域の活性化を促進した。

環境保全型農業推進事 4,031 　農業用廃プラスチックの適正な処理を推進するため、
業 農業用廃プラスチック等の処理経費に対して補助を行っ
【農林課】 た（推進協議会負担金　沼田・白沢・利根地区）。

安心で美味しい！ぬま 2,705 　農産物のブランド化、６次産業化を推進するため、沼
たの特産品推進事業 田市農産物ブランド化及び６次産業化推進協議会の開催、
【農林課】 ぬまたブランド農産物認証事業、商談会の実施、情報発

信等を行った。
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利子補給事業 2,066 　農業の持続的発展を図るため、農業近代化資金等制度
【農林課】 資金の利子補給を支援した。

鳥獣対策事業 65,584 　鳥獣による農作物への被害を最小限にするため、有害
【農林課】 鳥獣捕獲の対策を講じるとともに、専門家による獣害対

策の指導を行った。また、獣害防止柵の設置者に対し費
用の一部を補助するほか、鳥獣害対策協議会及び地区猟
友会の鳥獣害対策活動に対し補助を行い、併せて野猿動
向の把握に努めた。

農業人材力強化総合支 2,348 　将来の農業を支える人材を確保するため、経営が不安
援事業 定な就農直後５年間の所得を確保するために交付金を交
【農林課】 付し、新規就農者の定着化を図った。

担い手支援事業 3,200 ○農業経営力向上事業
【農林課】 　認定農業者等の意欲ある担い手の育成、新規就農者等

の新たな担い手の確保、経営の多角化や法人化を進め支
援を行った。
　・電圧冷蔵庫　一式
　・ウッドチッパー　１台

園芸振興事業 10,032 ○野菜王国ぐんま総合対策事業
【農林課】 　重点８品目を中心とした野菜振興を図るため、施設や

機械の整備、競争力強化対策や新技術の導入などの取組
に対し、支援を行った。
　・枝豆自動脱莢機 １台　野菜自動包装機　１台
　・鉄骨ハウス　１棟　６４８㎡

○薬用作物生産基盤強化対策事業
　薬用作物（トウキ）を対象に、栽培や増産に必要な機
械導入及び施設整備の支援を行った。
　・堀取機　１台
　・乾燥調整用パイプハウス　１棟　２１２．６２５㎡

畜産振興対策事業 3,106 　家畜の品質向上と生産の安定、畜産経営の安定を図る
【農林課】 ため、家畜優良品種の導入、家畜伝染病予防対策等への

助成を行った。

農地管理事業 1,769 　農道・農業用水路の維持修繕及び農道の除雪を行い、
【農林課】 施設の適正管理を行った。

　また、県土地改良事業団体連合会や国土調査推進協議
会等への負担金の支出を行った。

小規模農村整備事業 50,698 　地域農業の健全な発展と農村の振興を図るため、農道・
【農林課】 用排水路等農業用施設の整備・改修等を実施した。

・新町地区農道整備工事　　　　　　　Ｌ＝１４５.２ｍ
・上沼須地区農道整備工事　　　　　　Ｌ＝３８６.５ｍ
・宇楚井地区農業用用排水路整備工事　Ｌ＝１４４.７ｍ
・上川田地区野生動物侵入防止柵設置工事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｌ＝５１４.５ｍ
・田中地区農業用用排水路整備工事　　Ｌ＝　８０.４ｍ
・輪組地区農業用排水路整備工事　　　Ｌ＝１９１.０ｍ
・大島地区農業用用水路整備工事　　　Ｌ＝２０３.６ｍ
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農村整備事業 8,934 　農業施設の改修修繕等を行い、施設の機能維持、農業
【農林課】 経営の安定を図った。

・修繕１４件、委託３件、機械賃料１件、原材料支給８件

赤城西麓土地改良区事 24,526 　赤城西麓土地改良事業により整備された施設の事業費
業 や管理運営費等に対して負担と補助を行った。
【農林課】 ・土地改良区経常費・維持管理費補助金

・土地改良区運営維持管理費補助金
・農業基盤整備資金利子補給費補助金
・県営調査費負担金
・県営事業負担金

追貝平土地改良区事業 7,350 　追貝平土地改良区受益者の就農意欲の向上を図るため、
【農林課】 追貝平土地改良区の運営費に対し補助を行った。

・土地改良区運営費補助金
・県営事業負担金

赤城北ろく土地改良区 2,752 　赤城北ろく土地改良区受益者の就農意欲の向上を図る
事業 ため、赤城北ろく土地改良区の運営費に対し補助し、県
【農林課】 営事業等に対して負担を行った。

・土地改良区運営費補助金
・県営調査費負担金
・県営事業負担金

沼田平土地改良区事業 632 　沼田平土地改良区受益者の就農意欲の向上を図るため、
【農林課】 沼田平土地改良区の県営事業等に対して負担を行った。

・沼田平土地改良区分水協定
・県営事業費負担金

三沢交流広場管理事業 6,055 　三沢交流広場の草刈等の管理を沼田市シルバー人材セ
【農林課】 ンターに委託し、スポーツを通じて市民の健全な心身の

発達を図るとともに利用者相互の交流を図った。

中山間地域等直接支払 37,890 　中山間地域の農業者等に対して、集落協定や個別協定
事業 による農業生産活動を助成することにより、耕作放棄地
【農林課】 の発生防止等農地の保全を図った。

・協定　２１地区

多面的機能発揮促進事 72,346 　協定を締結した活動組織において、農地や農道・水路
業 等農業用施設の適正な保全管理、農村景観形成向上等を
【農林課】 図った。

・活動組織　４１組織、面積　田　　　４１０．０ｈａ
　　　　　　　　　　　　　　畑　１，０６７．０ｈａ

6 2 緑の少年団育成事業 921 　小学生が緑の少年団活動を通じて自然とふれあい、森
【農林課】 林・林業への興味や理解を深めるため、森林環境教育等

の研修会開催へ補助を行った。
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担い手支援事業 10,687 　林業従事者の福利厚生の充実、労働安全衛生の促進を
【農林課】 図るため、林業事業体に対し退職金共済及び厚生年金掛

金へ助成を行った。
　また、しいたけ等特用林産物の生産効率化及び省力化
を図るため、施設設備の整備に対し支援を行った。

森林整備事業 85,708  　森林経営管理法に基づく森林整備業務及び林地台帳の
【農林課】 更新を行った。

　また、市民が幼少期から木とふれあうことで木と学び、
自然を大切に考え行動できる心を育むため、木育事業を
推進した。
　さらに、民有林の整備として、間伐及び荒廃した里山
平地林の整備・管理に対して補助を行い、森林の持つ快
適環境形成や公益的機能の増進を図った。

市民の森管理事業 765 　市民が森林に親しみ、楽しさを実感してもらう森林公
【農林課】 園としての役割を果たすため、「市民の森」の維持管理

を行った。

林道整備管理事業 40,825 　適切な林道整備、構造物の法定点検及び台帳整備を実
【農林課】 施することにより、林道の管理・安全確保を図った。

　・林道平原立沢線外８路線林道維持管理業務委託
　・林道上野線外８路線林道維持管理業務委託
　・林道施設（橋梁・トンネル）定期点検業務委託
　・林道台帳整備（白沢・利根）業務委託
　　　　　　　　　　　　　　　　外　委託８件

林道改良事業 15,686   既設林道の安全施設工事を行い､林道の保全及び利用者
【農林課】 の安全確保を図った。

　・林道老神穴原線安全施設工事　 　L＝４５ｍ

6 3 水産振興事業 1,263 　市内の保育園、こども園及び幼稚園を対象に稚魚の放
【農林課】 流などを行い、自然の大切さへの理解及び魚に親しむ環

境の拡大を図った。

7 1 創業支援事業 12,575 　市内での起業、第二創業、事業承継等を目指す人を対
【産業振興課】 象に「ぬまた起業塾」の開講及び支援策を講じ、起業・

創業支援等による地域経済の活性化を図った。

商業振興管理費 8,803 　沼田商工会議所、沼田中小企業相談所、沼田市東部商
【産業振興課】 工会等の活動に対し助成を行い、商工業の振興を図ると

ともに、中小企業者の健全経営を支援した。

イベント開催事業 15,820 　市民総参加による本市最大イベントの「沼田まつり」
【産業振興課】 と本市の産業振興とＰＲを目的とした「ぬまた市産業展

示即売会」に対し助成を行い、商工業の発展と明るく住
みよいまちづくりに努めた。
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商店街活性化対策補助 3,767 　商店街や商工会議所が行うイベント等へ助成し、商店
事業 街の活性化を図るとともに、街路灯の電気料及び維持管
【産業振興課】 理に助成し、明るく安全な商店街の維持に努めた。

海外販路促進事業 5,133 　本市特産品等の海外に向けた販路開拓を推進するため、
【産業振興課】 ブランディング・コンサルティング事業等を行った。

電子地域通貨事業 570,670 　スマートフォンアプリ等を利用した決済方式による電
【産業振興課】 子地域通貨tengooを導入し、市内消費喚起による事業者

支援、非接触型決済方式の普及による接触感染リスクの
軽減、市内経済循環の改善・決済手数料の市外流出防止、
行政ポイント付与による市民参加促進及び電子クーポン
発行等による商品券に代わる経済活性策機能の構築を図
った。

地場産業育成事業 226 　木工業団体への補助や木工広場等のイベントへの補助
【産業振興課】 により、木材産業の振興と木製品の普及に努めた。

発明くふう展開催事業 68 　児童・生徒から社会人まで発明くふう作品を幅広く募
【産業振興課】 集し、表彰及び展示により意欲の向上と奨励に努めた。

企業誘致推進事業 40,792 　新たな産業集積による地域経済の活性化と雇用の拡大
【産業振興課】 を図るため、沼田横塚産業団地の整備を進めるとともに、

立地企業に対し企業誘致推進助成金を交付した。

販路開拓支援事業 892 　中小企業者が自社製品等の新たな販路を開拓するため
【産業振興課】 に行う展示会等への出展に対して、費用の一部を助成す

ることで、新たな取引先の開拓や競争力の向上を推進し
た。

制度融資保証料補助事 1,417 　小口資金をはじめ、資金融資の保証料を補助すること
業 により、利用者の負担軽減を図り、中小企業の健全な育
【産業振興課】 成と経営の安定に努めた。

制度融資代位弁済補填 2,696 　信用保証協会が代位弁済した保証貸付に補填し、中小
事業 企業への円滑な資金供給に努めた。
【産業振興課】

制度融資利子補給事業 1,770 　借入金の金利負担を軽減し、中小企業の健全な育成と
【産業振興課】 経営の安定に努めた。

制度融資預託事業 150,000 　金融機関に預託を行うことにより、市制度融資に係る
【産業振興課】 貸付利率の軽減を図り、中小企業の健全な育成と経営の

安定に努めた。
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観光交流管理費 5,282 　関連団体等との連携に努めるとともに、観光交流事業
【観光交流課】 等の経常的な管理業務を行った。

利根観光交流管理費 11,083 　関連団体等との連携に努めるとともに、観光誘客を図
【観光交流課】 るため、効果的な観光宣伝事業を行った。

利根観光施設維持管理 11,550 　観光施設などの維持管理を行い、観光客の利便性向上
事業 に努めた。
【観光交流課】 　施設維持管理に関し、必要な修繕等を行った。

観光会館費 2,417 　利根観光会館の効率的な維持管理を行い、施設の有効
【観光交流課】 活用に努めた。

しゃくなげの湯・交流 2,071 　南郷温泉しゃくなげの湯及び南部総合交流施設の指定
施設管理運営事業 管理者として利根振興公社を指定し、施設の運営を行い、
【観光交流課】 観光振興と地域産業の活性化に努めた。また、施設維持

管理に関し、必要な修繕等を行った。

曲屋管理運営事業 14,472 　田園空間整備事業により整備した南郷の曲屋を指定管
【観光交流課】 理者として利根町振興公社に委託し、施設の運営を行い、

観光振興と地域産業の活性化に努めた。
　・入館人数　　５，８５１人
　施設維持管理に関し、必要な修繕等を行った。

観光宣伝事業 47,974 　本市への更なる観光誘客を図るため、効果的な観光宣
【観光交流課】 伝事業を実施した。

　・効果的な広告宣伝、ＳＮＳ等を活用した情報発信
　・県、広域圏との連携キャンペーンの実施
　・観光パンフレット等の作成
　・観光案内表示板等の整備
　・各観光団体等への補助
　・一般社団法人日本旅行写真家協会との連携事業実施
　・沼田市観光基本計画の進捗状況の検証
　・ツーリズムEXPOジャパン2024への参加

歴史資源活用事業 3,156 　本市の歴史資源を活用して更なる観光誘客を図るため、
【観光交流課】 歴史イベントを実施及び外部イベントに参加した。

　・上州沼田真田まつり

玉原高原内諸施設維持 10,337 　玉原高原内諸施設の適切な維持管理のため必要な修繕
管理事業 等を行い、観光客の利便性の向上に努めた。
【観光交流課】

玉原小水道施設維持管 42,927 　玉原高原内の給水に万全を期するため、小水道施設の
理事業【観光交流課】 維持管理を行った。

　また、昨年完了した設計業務に則り、１区画目の小水
道布設替工事を実施した。
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都市間交流推進事業 1,340 　本市の魅力や可能性を再発見、再認識し、都市部への
【観光交流課】 情報発信を行うとともに交流事業を推進することにより、

交流人口の増加、移住・二地域居住の促進を図りつつ、
地域経済の活性化に努めた。
・交流居住促進協議会全体会の開催
・田舎体験ツアー（ｽﾛｰﾌｰﾄﾞ編４回、味噌づくり編６回）
・交流事業の展開（新宿区をはじめ、１３会場のイベ
　ントへ参加）
・ウェブサイトを活用した広告を行った。

道の駅管理運営事業 15,714 　道の駅白沢の清掃及び植栽管理業務を行うなど観光振
【観光交流課】 興と利用者サービスの向上に努めた。

望郷の湯・展示即売施 19,451 　望郷の湯及び地域特産物展示即売施設の指定管理者と
設管理運営事業 して白沢振興公社を指定し、施設の運営を行い、観光振
【観光交流課】 興と地域産業の活性化に努めた。また、施設維持管理に

関し、必要な修繕等を行った。

移住促進対策事業 5,736 　移住・定住、二地域居住の促進のため、県などが主催
【観光交流課】 する移住相談会への参加、さらに、移住促進通勤費補助

金、移住支援金事業補助金、移住促進トライアルハウス
の維持管理を行った。
・移住相談会：１２５回（オンライン）
・移住促進通勤費補助金
　　利用者数:２件
・移住支援金事業補助金
　　利用者数:３件
・移住促進トライアルハウス～ぬまた暮らしの家～
　　利用者数:２６組６８名

地域おこし協力隊設置 13,687 　首都圏からの観光客を誘致することで、地域の活性化
事業 を図るため、観光施設の管理団体や地域づくり団体に、
【観光交流課】 外部の視点を持つ地域おこし協力隊を３名配置し、地域

活性化事業の推進を図った。

8 1 建築指導費 7,201 　適確な建築確認事務等を遂行するため、指定道路台帳
【建築住宅課】 システム及び建築確認システムを活用し、地域性を勘案

した安全・安心なまちづくりの推進に務めた。また、狭
あい道路拡幅のため、測量委託及び寄附対象者に報奨金
を支給し災害に強いまちづくりと良好な住環境形成の促
進に努めた。

住宅・建築物耐震改修 13,639 　災害に強いまちづくりの推進のため、木造住宅に対し
等事業 て耐震診断者派遣、耐震改修事業を行った。また、道路
【建築住宅課】 沿いの危険なブロック塀等の撤去事業で地震時の避難路

の確保に努めた。また、空き家解体補助を行い、地域の
防災・景観・環境の保全を図った。
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8 2 道路橋りょう管理費 37,269 　市道全域の機能保持を図り、道路利用者に対する安全
【建設課】 性の確保と向上に努めた。

道路台帳補正事業 6,270 　新設や改良、寄附などによる道路区域の変更等を台
【建設課】 帳に反映させて活用を図った。

道路維持事業 32,513 　市道等の維持管理、修繕、清掃等を実施し、道路環境
【建設課】 の安全性・利便性の向上を図った。

道路維持事業（白沢） 7,400 　市道等の維持修繕等を実施し、施設の適正管理に努め
【建設課】 た｡

道路維持事業（利根） 10,805
【建設課】

道路補修事業 270,798 　市道輪久原二本松線道路補修工事ほか、２４件の補修
【建設課】 工事を実施し、道路の安全性・利便性の向上を図った。

道路施設点検事業 19,187 　屋形原跨線橋ほか４０橋の法定点検を実施し、施設の
【建設課】 適正管理に努めた。

道路除雪事業 145,281 　冬期の道路除雪を実施することにより、生活道路の安
【建設課】 全確保に努めた。

道路除雪事業（白沢） 39,139
【建設課】

道路除雪事業（利根） 113,536
【建設課】

消雪施設維持管理事業 38,260 　融雪装置の適正な維持管理を行い、生活道路の安全確
【建設課】 保に努めた。

消雪施設維持管理事業 15,163
（利根）
【建設課】

防護柵・標識等設置事 4,840 　防護柵設置工事を実施し、道路の通行・利用の安全確
業【建設課】 保に努めた。

橋りょう補修事業 62,233 　橋梁・トンネルの長寿命化修繕計画に基づき維持補修
【建設課】 工事を実施し、施設の長寿命化に努めた。
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8 3 河川管理費 4,182 　河川修繕、維持管理委託等を実施し、適切な河川管理
【建設課】 に努めた。

河川管理費（利根） 1,801
【建設課】

8 4 都市構造再編集中支援 10,389 　人口減少・少子高齢化や災害リスクへの対応を目的と
事業 した立地適正化計画の策定に向けて、まちづくりの方針
【都市計画課】 や誘導区域・誘導施設の検討、防災指針の基礎となるハ

ザード情報の整理や課題の抽出を行った。
（２年目／３年間）

３・３・１環状線（栄 17,168 　事業認可区間延長１，３３７ｍのうち、主要地方道沼
町工区）事業 田大間々線交差点を中心とした区域を重点整備区間とし
【都市計画課】 て同交差点東側の事業用地取得、物件移転その他補償、

それに伴う支障物件等調査算定及び土地評価業務を実施
した。また、併せて、同交差点東側の道路改良工事を実

繰越明許費（外書） 166,345 施し事業の進捗を図った。

公園管理費 92,242 　１６都市公園・１２緑地等の清掃・除草及び樹木管理、
【都市計画課】 施設の日常管理を適正に行い、利用者に憩いと安らぎの

場を提供した。

都市公園整備事業 43,043 　公園施設長寿命化計画に基づき、老朽施設の更新を行
【都市計画課】 い、公園利用者の安全を確保した。

繰越明許費（外書） 14,344

都市緑化推進事業 860 　緑豊かな住みよい生活環境を創出するため、市民自ら
【都市計画課】 が行う緑化推進事業１３件に補助金を交付した。

中心市街地街なか再生 1,029 　中心市街地活性化の会、商店街等が実施するイベント
関連推進事業 への支援を行うとともに、沼田商工会議所、沼田市観光
【都市計画課】 協会と連携し、地域資源を活用した事業を行い、中心市

街地の活性化を図った。

中心市街地空き店舗活 697 　沼田商工会議所と連携の上、中心市街地の空き店舗を
用事業 活用し、本町通りの活性化と起業支援を行った。
【都市計画課】 　・テナント数３軒に対し、営業(活用)店舗：３軒

中心市街地土地区画整 24,926 　２，４街区の建物移転補償が全件完了した。これによ
理事業 り、３・５・１沼田中央線（本町通り）の電線共同溝詳
【都市計画課】 細設計業務に着手、併せて同街区の区画道路新設工事を

実施し、区域内環境の整備を進めた。また、仮換地未指
定の街区について、換地割込案を作成し、指定に向け検

繰越明許費（外書） 77,688 討を行った。
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8 5 市営住宅管理費 18,135 　住宅に困窮している市民に対して、健康で文化的な生
【建築住宅課】 活を営むに足りる住宅を、低廉な家賃で供給するため、

適正な維持管理に努めた。また、十三割団地においては
敷地有効活用として分譲の推進を実施した。

市営住宅長寿命化改善 8,525 　計画の中間年を迎える沼田市市営住宅長寿命化計画に
事業 ついて、社会情勢の変化や事業の進捗状況などを踏まえ
【建築住宅課】 、計画を見直し、改定を行った。また、老朽化した十三

割団地、十王堂団地、十三割第２団地の空き住戸の解体
を実施した。

9 1 団員貸与品整備事業 1,410 　消防団員の活動服、長靴、編上靴、革手袋等の更新を
【地域安全課】 行い、団員の安全確保と士気の高揚を図った。

消防団装備整備事業 2,062 　消防用ホース、消防水のう等の団装備用備品の更新を
【地域安全課】 行い、消防団活動の充実を図った。

消防施設整備事業 8,927 　消火栓の新設、防火水槽、消火栓及び詰所の修繕の実
【地域安全課】 施、消火栓用格納箱、標識看板の購入をし、初期消火体

制の強化及び消防団員の負担軽減と安全確保を行った。

消防団機械器具置場等 12,188 　老朽化した消防団機械器具置場について、計画的に更
整備事業 新を進めた。
【地域安全課】 ・新築及び改築工事

　第７分団第８部機械器具置場（利根町穴原）

防災管理事業 84,341 　沼田市地域防災計画に基づく防災備蓄物資を整備する
【地域安全課】 と共に、防災行政無線の運用及び維持管理、防災アプリ

（防災ぬまた）・緊急告知ＦＭラジオの運用を行った。
また、利根町防災行政無線の整備を行った。

・システム導入委託料　　　　　　７０，４９９千円
・Ｊ－ＡＬＥＲＴ機器保守点検委託料
　　　　　　　　　　　　　　　　　１，２４３千円
・防災行政無線保守点検委託料　　　１，９４７千円
・緊急告知ＦＭラジオ放送料　　　　２，４５５千円
・防災アプリ等運用業務　　　　　　１，２８０千円

ひとを守る・まちを守 5,285 　安全安心なまちづくりのため、防災専門官の任用によ
る防災ぬまた推進事業 る自主防災組織の育成強化及び防災講座の実施など防災
【地域安全課】 施策の推進を図った。

・自主防災会設立　９１組織（１００％）
・防災講座　１６講座

◎地域防災力の向上を目的に、発電機を購入し、自主防
災会に無償貸与を行った。また、携帯電話用充電器を購
入し、配布を行った。
　　発電機　８台　　　　　　　　１，４８５千円
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10 1 外国語指導助手設置事 49,915 　市内小中学校の児童生徒が外国人指導助手と触れ合う
業 ことで、外国を身近に感じ、英語や海外に興味をもち、
【学校教育課】 英語を学ぶ意欲を高めるため、外国人１０人を任用、英

語担当教諭や担任と連携しながら英語教育の向上を図っ
た。

10 2 教育振興管理費 17,879 　児童及び教職員の健康管理並びに小学校長会の諸活動
【学校教育課】 に対する助成等を行った。

　また、経済的理由によって就学困難と認められる児童
の保護者に対し、必要な援助を行い、義務教育の円滑な
実施を図った。

・小学校
　認定数　要保護２人　　　準要保護１０６人
　（うち新入学用品費入学前支給　９人）
・支給額　２，５９３千円
　（うち新入学用品費入学前支給　５１４千円）

小学校校舎等改修事業 17,070 　薄根小学校渡り廊下改修工事に係る実施設計業務を行
【教育総務課】 い、事業の推進を図るため、改修工事に着手した。

10 3 教育振興管理費 12,365 　生徒及び教職員の健康管理並びに中学校長会の諸活動
【学校教育課】 に対する助成等を行った。

　また、経済的理由によって就学困難と認められる生徒
の保護者に対し、必要な援助を行い、義務教育の円滑な
実施を図った。

・中学校
　認定数　要保護１人　　　準要保護６４人
　（うち新入学用品費入学前支給　１６人）
・支給額　４，２５７千円
　（うち新入学用品費入学前支給　１，００８千円）

10 6 市民文化活動推進事業 8,940 ◎市民文化の推進
【生涯学習課】 　教室・学級等の実施、文化団体の育成等、生涯学習を

推進する事業を実施した。
  教室・学級受講者数　 ２４７人

◎芸術文化の振興
　沼田市文化祭を１１月１５日から１７日までの３日間
開催した。また、伝統芸能発表会を同時開催し、参加団
体は２７団体、来場者は５，２２６人であった。
　沼田市文化協会を始めとした各種団体へ補助金を交付
し、芸術文化の振興を図った。
　童謡作詞家である林柳波の業績を永く顕彰するため、
「柳波賞事業」を実施し、童謡詩の作品募集を行った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：点）

応募数 ４６９ ７２５ １，１９４
一般の部 小中学生の部 合計
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◎地域文化の振興
　郷土の児童文学者おのちゅうこうが生涯をかけ追求し
た「望郷」の理念を継承し、「ふるさと文学賞」を実施
し、詩や作文を募集した。また、「ふきわれ俳句大会」
を実施し、吹割渓谷や沼田市の風物を詠んだ俳句の募集
を行った。

文化芸術鑑賞事業 4,663 ◎市制施行７０周年記念事業
【生涯学習課】 　市民の情操を豊かにする芸術活動の一環として、舞台

芸術の楽しさや素晴らしさを味わうことを目的として、
ミュージカル鑑賞会を開催した。

　演　　目：劇団四季「ふたりのロッテ」
　期　　日：令和７年３月29日（土）
　会　　場：利根沼田文化会館大ホール
　来場者数：８８６人

図書資料購入事業 16,541 　一般図書、児童図書及び尾瀬･森林関係資料を購入し、
【生涯学習課】 図書資料の整備充実を図った。

　・一般図書　　　　　　　　４，２２５冊
　・児童図書　　　　　　　　２，０８１冊
　・尾瀬・森林関係資料　　　　　　　３冊
　・合計　　　　　　　　  　６，３０９冊

視聴覚（ＡＶ）資料購 1,336 　ＤＶＤ及びＣＤを購入し、視聴覚資料の整備充実を図
入事業 った。
【生涯学習課】 　・ＤＶＤ　　　　　　　　　　　　５３点

　・ＣＤ　　　　　　　　　 　   １３０点
　・合計　　　　　　　  　 　 　１８３点

旧生方家住宅等管理事 7,085 　国指定重要文化財である旧生方家住宅を公開するとと
業 もに、隣接する生方記念資料館において、生方家に関す
【文化財保護課】 る資料等を展示し、文化財の保存と活用を図った。

・観覧者数　　４，６９３人

生方記念文庫管理事業 14,027 　沼田市名誉市民の生方たつゑの文学館として、短歌等
【文化財保護課】 の常設展示や企画展を開催し、市民文化の向上を図る

とともに、たつゑの功績を発信した。
　また、市制施行７０年記念事業「大正ロマンノスタル
ジーフェア」では、企画展を拡大して上之町文化財施設
を活用したイベントを開催した。

・観覧者数　　１，７４９人

上之町文化財施設管理 5,091 　上之町にある文化財施設の維持管理や公開等を行うと
事業 ともに、建物見学ツアーや季節のイベントの開催により
【文化財保護課】 歴史的建造物の魅力を発信した。

　　観覧者数
　・旧土岐家住宅洋館　　　　　　　　３，１０３人
　・旧沼田貯蓄銀行　　　　　　　　　３，９６５人
　・旧日本基督教団沼田教会紀念会堂　２，４１８人
　・旧久米家住宅洋館　　　　　　　　３，９１４人
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歴史資料館管理事業 9,319 　「天空の城下町　沼田の歴史をたどる」をテーマに、
【文化財保護課】 常設展示及び企画展等を開催するとともに、郷土の歴史

資料を収集、整理、保管することで、特色ある地域文化
の継承・保存及び活用を図った。
　・観覧者数　　４，４７０人

文化財利活用事業 　旧久米家住宅洋館の開館に伴い、建物の文化的価値を
【文化財保護課】 広く周知する記念イベントを開催し、文化財の普及啓発

を図った。

繰越明許費（外書） 348

沼田城遺跡発掘調査事 685 　市史跡沼田城跡の上位史跡指定を目指して、平成３０
業 年から令和５年度まで実施してきた沼田城跡の調査につ
【文化財保護課】 いて、調査・保存整備委員会専門部会の指導・助言の下､

総括報告書を作成した。

繰越明許費（外書） 1,848

沼田横塚産業団地発掘 142,438 　沼田横塚産業団地の整備に伴い、埋蔵文化財発掘調査
調査事業 を実施し、現地作業を終了した。
【文化財保護課】 　・直営調査　２１，９６３㎡

　・委託調査　３４，６６３㎡

横塚工場適地発掘調査 　委託による発掘調査について、現地での作業完了後、
事業 引き続き整理作業や報告書作成を行った。
【文化財保護課】

繰越明許費（外書） 273,911

埋蔵文化財調査センタ 22,869 　市内に散在していた文化財資料をセンターに集めると
ー管理事業 ともに、発掘調査により出土した資料の再整理を行い、
【文化財保護課】 市内遺跡発掘調査の拠点として適切な整理保存に努めた｡

繰越明許費（外書） 3,014

青少年健全育成推進事 5,835 　令和７年１月12日（日）、利根沼田文化会館において
業 ４０２人の参加を得て式典を挙行し、二十歳という人生
【生涯学習課】 の節目を祝福した。

　地域と学校が連携・協働しながら、地域全体で未来を
担う子どもの成長を支えるため、地域住民の参画をコー
ディネートする地域学校協働活動推進員を委嘱し、教育
支援活動を推進した。
　また、次世代を担う人材を育成するため、地域の人々
の協力を得て、児童が勉強やスポーツなど、多様な体験
や交流を行う放課後対策を推進した。

４９３人 ８１．５４％ ４０２人
該当者 出席率 参加者

参加人数
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10 7 保健体育総務管理事業 31,936 　大会や教室を開催し、スポーツの機会づくりの充実に
【スポーツ振興課】 努めた。施設の利用では、インターネットによる空き状

況を確認できるようにするなど、利用者の利便性の向上
を図るとともに、体育施設の適正な維持管理に努めた。

市民体育館管理事業 19,007 　市民体育館を安心・安全に利用することができるよう
【スポーツ振興課】 施設の適正な維持管理に努めた。

運動公園管理事業 35,955 　陸上競技場、野球場、補助競技場、市民プールを安心
【スポーツ振興課】 ・安全に利用することができるように施設の適正な維持

管理に努めた。市民プールでは、監視管理業務を委託し、
利用者の安全を確保するとともに、軽食販売を行い、利
用者の利便性の向上を図った。

利南運動公園管理事業 37,584 　野球場、テニスコートを含む公園全体の適正な維持管
【スポーツ振興課】 理に努めた。野球場及びテニスコートでは、各種県大会

が開催され、市民がスポーツを楽しむ機会の充実に努め
た。

沼田市社会体育施設管 15,093 　社会体育施設を安心・安全に利用することができるよ
理事業 う施設の適正な維持管理に努めた。
【スポーツ振興課】

沼田給食センター管理 189,823 　学校給食の安定的な運営を図るとともに、学校給食充
費 実計画に基づいた学校給食の提供を行った。
【教育総務課】

11 1 農林水産施設災害復旧 2,508   集中豪雨により被災した農地及び農業用施設の復旧を
事業 行い､農地及び施設機能の維持を図った。
【農林課】

賦課徴税費 4,523 　国保税の適正な賦課徴収のため、電算委託等を行い業
【国保年金課】 務の効率化を図るとともに、広報チラシの作成・配布を

行い、納税意識の向上に努めた。

保険給付費 3,581,207 　国保被保険者の医療費のうち、一般７割、未就学児８
【国保年金課】 割、７０歳代前半８割（現役並所得者は７割）を国保よ

り負担した。また、自己負担限度額を超えた額の高額療
療費及び出産育児一時金、葬祭費・傷病手当金の給付を
実施した。
　・国保加入世帯数　　　６，６３６世帯
　・国保被保険者数　　１０，０８４人

国民健康保険事業費 1,504,702 　平成３０年度から群馬県が国保財政の運営主体になっ
納付金 たことに伴い、県全体の医療給付費等の経費を按分した
【国保年金課】 国保事業費納付金を納付し、医療保険制度の安定を図っ

た。

国民健
康保険
特別会
計
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人間ドック検診事業 19,141 　疾病の早期発見、早期治療により被保険者の健康保持
【国保年金課】 を図るため、人間ドックの検診費を助成した。

　・助成受診者数　　１，１４６人
　・指定医療機関　　　　　１６機関

特定健康診査等事業費 35,319 　国保被保険者の特定健診を実施し、健診結果により必
【国保年金課】 要な保健指導を実施し、生活習慣病の予防を図った。

　・特定健診　受診者数 ３，２４２人
　　　　　　　受診率 　　４５．０％
　・特定保健指導　実施者数   ８４人

後期高齢者医療広域連 798,872 　群馬県後期高齢者医療広域連合が運営主体となり、市
合納付金 町村は、窓口事務及び保険料の徴収事務を行い、特別会
【国保年金課】 計から公費負担分及び徴収した保険料を納付し、適正な

運用を図った。
　・後期高齢者被保険者数　　８，８７６人
　・療養給付　　　　　　２００，４１７件
　・費用額　　　　　８，５８５，４３０千円
　・高額療養費　　　　　　１１，１７７件
　・葬祭費　　　　　　　　　　　５８３件

認定調査事業 22,896 　訪問調査員を７人雇用の上、訪問調査を実施し、適正
【介護高齢課】 かつ公平な要介護・要支援認定に努めた。

保険給付費 5,700,581 　介護保険法に基づき、要介護・要支援状態にある被保
【介護高齢課】 険者が利用する介護サービスに対し、必要な保険給付を

行った。

介護予防・生活支援 101,171 　要支援及び事業対象者に対する事業として、訪問や通
サービス事業 所により、要介護状態となることの予防又は要介護状態
【介護高齢課】 等の軽減若しくは悪化の防止を目的としてサービスを提

供した。

一般管理事業 57,624 　高齢者の心身の健康保持及び生活の安定のために必要
【介護高齢課】 な援助を行うため、地域包括支援センター運営業務を委

託し、高齢者福祉の増進を包括的に支援した。

太陽光発電施設管理事 2,174 　再生可能エネルギーを活用した環境負荷の低減と、市
業 有地の有効利用を目的に整備した太陽光発電所の適切な
【環境課】 維持管理に努め、安定した発電及び売電を行った。

　売電実績

小水力発電施設整備事 355,384 　利根町平川地内における小水力発電所建設工事を実施
業 した。
【環境課】

佐山太陽光発電所 289,258 11,454,614

多那太陽光発電所 162,904 6,450,995

介護保
険特別
会計

後期高
齢者医
療特別
会計

合　計 452,162 17,905,609

電気事
業特別
会計

施設名 電力量（kWh） 金額（円）
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令和６年度沼田市定額基金運用状況報告書 
 

 

 

地方自治法第２４１条第５項の規定により、本市の令和６年度における 

 

定額基金の運用状況を報告いたします。  

 

 

 

 

＊沼 田 市 土 地 開 発 基 金 

 

＊沼 田 市 奨 学 資 金 貸 付 基 金 

 

 

 

 

 

令和７年８月２６日 
 

 

 

 

 

   沼田市議会議長  桑 原 敏 彦  様 
 

 

 

 

 

                                            
      沼田市長  星 野   稔  



第１表　　総括 （単位：円）

前年度末
現在額

本年度中
増減額

本年度末
現在額

区　分
前年度末
現在額

本年度の増 本年度の減
本年度末
現在額

　現金 73,785,383 73,785,383

　土地等 246,138,755 246,138,755

第２表　　土地等現在高明細 （単位：円）

金 額

18,037,345

14,190,000

13,212,147

101,542,311

4,434,996

1,346,436

26,208,000

52,500,000

14,667,520

246,138,755

令 和 ６ 年 度　　沼 田 市 土 地 開 発 基 金 運 用 状 況

319,924,138 0 319,924,138

基　　　金　　　の　　　額 運　　　　　　　用　　　　　　　額　

件 名

白沢村地域特産物展示販売施設駐車場事業に伴う用地購入費

赤城西麓土地改良事業関係土地処理事業に伴う用地購入費

合 計

市道側道善桂寺岡谷南線道路改良工事に伴う用地購入費及び支障物件補償費

升形小学校教材園取得事業に伴う用地購入費

市道西中南通り線道路整備事業に伴う用地購入費

沼田市都市計画道路３・５・２号駅前通り線（駅前広場）事業に伴う用地購入費及び支障物件補償費

市道上原中央線道路整備事業に伴う用地購入費

白沢学童クラブ事業に伴う用地購入費

市道新町沼須線道路改良工事に伴う用地購入費
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返　済

前年度末 本年度中 本年度中 前年度末 本年度末

現在額 増減額 現在額 現在額  現在額

現　金 119,808,500 12,393,000 7,200,000 125,001,500

貸付金 66,271,500 7,200,000 12,393,000 61,078,500

現　金 107,840,500 18,568,000 6,600,000 119,808,500

貸付金 78,239,500 6,600,000 18,568,000 66,271,500

現　金 11,968,000 △ 6,175,000 600,000 5,193,000

貸付金 △ 11,968,000 600,000 △ 6,175,000 △ 5,193,000

◎令和６年度末貸付状況　４２１名 ◎令和６年度返済状況

　【内　訳】     ・４０名    　 １２，３９３，０００円

　　・高校生　　　　　　２２３名

　　・大学・短大生等　　１９８名

　　※令和６年度新規貸付者１名

　       （大学生等１名）

比
較

0 0 0

免除額

令 和 ６ 年 度　　奨 学 資 金 貸 付 基 金 運 用 状 況

6 186,080,000 0 186,080,000

186,080,000

摘要
区分 本年度の増

　　　　　　（単位：円）　　

基　金　の　額 運　　　用　　　額

5 0 186,080,000

本年度の減

年
度
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